
　
Ｊ
Ａ
は
２
月
９
日
、
西
和
賀
町
内
で
開
か

れ
た「
雪
あ
か
り
２
０
１
９
in
に
し
わ
が
」に

参
加
し
ま
し
た
。

　

西
和
賀
統
括
セ
ン
タ
ー
と
西
和
賀
地
域
営

農
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
、
同
セ
ン
タ
ー
敷
地

内（
同
町
沢
内
）で
雪
あ
か
り
を
制
作
。
平
日

の
休
憩
時
間
を
使
い
準
備
し
た
高
さ
約
３

ｍ
、
横
幅
約
15
ｍ
の
雪
壁
を
、
同
日
に
約
20

人
が
ス
コ
ッ
プ
を
使
っ
て
く
り
抜
き
、
旧
Ｊ

Ａ
西
和
賀
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
西
和
賀
フ
ァ

ミ
リ
ー
」を
飾
っ
た
ほ
か
、
バ
ケ
ツ
を
使
っ

て
80
個
以
上
の
雪
あ
か
り
を
作
り
ま
し
た
。

　

瀬
川
公
統
括
セ
ン
タ
ー
長
は「
職
員
が
地

域
の
文
化
を
誇
り
に
持
ち
、
積
極
的
に
参
画

し
て
地
域
に
貢
献
し
よ
う
と
毎
年
参
加
し
て

い
る
」と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
は
１
月
17
日
、
Ｊ
Ａ
総
合
営
農
指
導

拠
点
セ
ン
タ
ー
（
花
巻
市
野
田
）で「
営
農
指

導
員
研
究
発
表
会
」を
開
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
管
内
各
地
域
の
営
農
セ
ン
タ
ー
の
代

表
10
人
が
、
米
穀
・
園
芸
・
畜
産
に
つ
い
て

研
究
内
容
を
発
表
。
農
業
者
の
所
得
増
大
や

農
業
生
産
の
拡
大
に
繋
が
る
研
究
発
表
に
、

参
加
し
た
Ｊ
Ａ
役
職
員
約
１
３
０
人
は
真
剣

に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
は
北
上
地

域
営
農
セ
ン
タ
ー
園
芸
販
売
課
の
小
原
悠
馬

職
員
が
受
賞
。
１
月
29
日
か
ら
２
日
間
開
い

た「
Ｊ
Ａ
岩
手
県
営
農
指
導
員
研
究
発
表
集

会
」で
も
発
表
を
し
ま
し
た
。

　

小
原
職
員
は「
発
表
会
を
通
し
て
学
ん
だ

こ
と
を
、
今
後
の
営
農
指
導
に
生
か
し
て
い

き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
や
花
巻
市
、
県
な
ど
で
組
織
す
る
花

巻
市
農
業
振
興
対
策
本
部
は
２
月
６
日
、
Ｊ

Ａ
総
合
営
農
指
導
拠
点
セ
ン
タ
ー
（
花
巻
市

野
田
）で「
２
０
１
９
花
巻
市
ス
マ
ー
ト
農
業

推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
き
ま
し
た
。

　

市
内
外
の
農
業
者
な
ど
約
３
０
０
人
が
参

加
。
北
海
道
岩
見
沢
市
の
い
わ
み
ざ
わ
地
域

Ｉ
Ｃ
Ｔ
農
業
利
活
用
研
究
会
の
道
下
一
記
副

会
長
が
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ガ
イ
ダ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
た
事
例
を
紹
介
し
た
ほ
か
、
県
中
央
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
臼
井
智
彦
さ
ん
が

同
本
部
の
実
証
事
業
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。
臼
井
さ
ん
は「
入
門
機
で
技
術
を
実
感

し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
」と
話
し
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
は
、
17
社
が
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の

最
新
機
器
を
展
示
し
、関
心
を
集
め
ま
し
た
。

　

花
巻
地
域
青
年
部
笹
間
支
部
は
、「
平
成

30
年
度
Ｊ
Ａ
青
年
組
織
手
づ
く
り
看
板
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
」で
Ｊ
Ａ
共
済
連
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

２
月
19
日
か
ら
２
日
間
開
か
れ
た
、
第
65

回
Ｊ
Ａ
全
国
青
年
大
会
で
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
看
板
に
は
、「
若
者
の
農
力
で
地
域
を

元
気
に
」と
い
う
文
字
が
書
か
れ
、
収
穫
し

た
野
菜
を
持
っ
た
農
業
女
子
が
こ
ち
ら
を
振

り
返
る
様
子
は
さ
わ
や
か
な
若
者
ら
し
く
映

り
、
農
業
の
魅
力
・
か
っ
こ
よ
さ
を
表
現
す

る
と
と
も
に
女
性
の
農
業
参
加
を
Ｐ
Ｒ
す
る

内
容
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
橋
支
部
長
は「
地
域
か
ら
若
手
農
業
者

を
増
や
し
、
若
い
力
と
と
も
に
農
業
を
盛
り

上
げ
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

湯
田
支
店
と
沢
内
支
店
は
、
高
齢
者
や
体

の
不
自
由
な
人
な
ど
自
力
で
の
除
雪
が
困
難

な
世
帯
を
対
象
に
、
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
除
雪
を
行
う「
西
和
賀
町
ス
ノ
ー

バ
ス
タ
ー
ズ
」に
協
力
し
、
特
別
豪
雪
地
帯

の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

２
月
17
日
に
は
、
支
店
職
員
15
人
と
同
町

立
湯
田
中
学
校
の
中
学
生
４
人
が
作
業
し
ま

し
た
。
班
ご
と
に
分
か
れ
て
、
清
水
ヶ
野
地

区
と
湯
田
地
区
の
４
世
帯
を
除
雪
。
雪
が
降

る
中
、室
内
に
明
か
り
が
入
る
よ
う
、数
メ
ー

ト
ル
に
も
積
も
っ
た
屋
根
か
ら
落
ち
た
雪
を

重
点
的
に
除
雪
し
ま
し
た
。

　

沢
内
支
店
の
高
橋
喜
彦
支
店
長
は「
除
雪

活
動
を
通
じ
て
、
特
別
豪
雪
地
帯
の
雪
と
の

戦
い
の
一
助
と
な
り
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

岩
手
県
種
子
生
産
部
会
協
議
会
と（
公
社
）

岩
手
県
農
産
物
改
良
種
苗
セ
ン
タ
ー
は
２
月

５
日
、
花
巻
市
内
の
温
泉
で「
第
34
回
県
種

子
生
産
者
全
体
研
修
会
」を
開
き
ま
し
た
。

　

県
内
の
種
子
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
、
行
政
、
関

係
機
関
な
ど
約
２
２
０
人
が
参
加
。
同
市
の

上
田
東
一
市
長
が「
花
巻
市
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
」と
題
し
て
講
演
し
た
ほ
か
、
県

中
央
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
上
席
普
及
員

の
中
西
商
量
さ
ん
と
渡
邊
麻
由
子
さ
ん
が
種

子
法
廃
止
に
基
づ
き
７
年
ぶ
り
に
改
訂
し
た

「
種
子
生
産
の
手
引
き
」に
つ
い
て
解
説
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
同
会
で
は
特
別
功
労
者
と
し
て
１

人
、
優
良
種
子
生
産
者
と
し
て
水
稲
・
小
麦
・

大
豆
の
３
部
門
で
10
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

燈火の揺らぎ見つめ、幻想の世界へ 　西和賀町内の雪あかりに参加所得増大・生産拡大に向けて 　営農指導員が研究内容を発表

スマート農業の理解深める 　「2019花巻市スマート農業推進シンポジウム」を開催 看板に込めた想い 　花巻地域青年部笹間支部が全国大会で表彰

地域の生活支えるスノーバスターズ 　湯田・沢内支店がボランティア活動継続した優良種子生産に向けて 　第34回岩手県種子生産者全体研修会

ぽらーのNEWS地 域 の 話 題 – Topic of  reg ional

午前中から作業にあたり、最終仕上げをする職員たちキュウリホモプシス根腐病などについて発表した小原職員

スマート農業の技術について聞く参加者たち 共済連賞を受賞した笹間支部の立て看板

相互扶助の精神で、除雪作業をする支店職員たち市が取り組む主な施策やスマート農業などについて紹介した上田市長
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